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 4 国立大学法人宮城教育大学附属中学校 26～29 

 
平成２９年度研究開発実施報告書（要約） 

 

１ 研究開発課題 

高度情報化社会の充実期に必要なディジタルスキルを活用して，新たな価値を創

造できる実践力を育成する技術・情報科の創設を核とした教育課程の研究開発。 

 

２ 研究の概要 

ディジタル化された情報を活用し，他者と協働して唯一解の無い課題の解決策を

創造する力を養うために，「技術・情報科」を創設し，その内容と指導法等を検討

する。 

 

３ 研究の目的と仮説等 

（１）研究仮説 

新設する「技術・情報科」を核として「ディジタル化された情報の基礎・本

質を理解・思考・実践する」視点を持った学習を深めさせることで，各教科にお

いても生徒自身がディジタルスキルを活用し，条件や環境に即して ICT を活用し

た問題解決と価値創造する力を向上させることができることを研究仮説とした。 

 

（２）教育課程の特例 

総合的な学習の時間及び必修教科（技術・家庭科技術分野）の時数を削減し，

「技術・情報科」の内容を全学年に設置する。 

 

４ 研究内容 

（１）教育課程の内容 

新設教科については，「ヒューマンスキル」とアナログ原体験をまずは重視

する。これらは，従来の教育課程で実施していた総合的な学習の時間における課

題を基にしながら「調べる，考える，表現する，創り出す」ことを拡張して指導

する。その後のディジタルの特性はこのアナログ原体験との比較を基に実感を伴

わせる指導を行う。ディジタルスキルの 5要素は， 3 年間で 5要素について学

習する。そのため，現行の技術・家庭科の 1，2年次は 35 時間を削減し，3年次

は 17 時間を削減し新設教科に充て，総合的な学習の時間の全学年から 35 時間ず

つ削減し，新設教科に充てる。その結果，新設教科としては，1年次 70 時間，2

年次 70 時間，3年次 52 時間となる。今年度は，新設教科の最終年度であり，10

月に研究授業を行った。 

また、平成 27 年度に技術・情報科の学習内容を学習指導要領案として作成し

たが、新学習指導要領が告示されたことを受け、学習指導要領案を再考した。表

１は，技術・情報科の改訂後の指導要領案からの一部抜粋である。今年度はこの

指導要領案に基づき授業を行った。 

（２）研究の経過 
 



 実施内容等 

第１年次 

1.  学内外の専門家も含めて「技術・情報科」の指導内容および単元

構成を検討し，従来の技術分野に含まれる情報と新教科での「情報

協働創成」分野の内容の整理を行った。 
2.  「技術・情報科」の指導内容，協働や創成の在り方について専門

家から学ぶとともに，指導法の開発に着手した。 
3.  学内外の専門家を授業研究会に招聘し，総合的な学習の時間を含

む各教科での問題解決場面・思考・判断・表現場面における，ディ

ジタルスキルについて研究会等を通じて抽出した。 
4.  「技術・情報科」で育みたいディジタルスキルを整理し評価の作

成に取りかかった。 
5.  幾つかの現行教科の中で「技術・情報科」のディジタルスキルの

視点を含めた授業を試行し，授業検討を通して来年度からの指導計

画を立てた。 
6.  「技術・情報科」を教科として実践するために必要な学習指導要

領に当たるものの作成の構想を立てる。 
7.  教育課程の変更に伴う新たな年間計画を編成した。 
8.  関連する学会・研究大会に参加し情報収集を行い，ディジタル言

語活動・ディジタル情報活用に関する検討を行った。 
 

第２年次 

1.  「技術・情報科」を新設し，授業研究を通じて，その内容を検討

した。 
2.  「技術・情報科」の指導内容について専門家から学ぶとともに，

具体的な指導法の開発を行う。総合的な学習の時間を含む各教科で

の問題解決場面や，思考・判断・表現の場面とディジタルスキルと

の関係を，授業研究会等を通じて整理した。 
3.  「技術・情報科」を教科として実践するために必要な学習指導要

領に当たるものの作成に取りかかる。 
4.  各教科での思考力となるディジタルスキルに関する評価につい

て，学内外の専門家から学び，見直しを加えつつ評価の作成を継続

する。 
5. 関連する学会・研究大会に参加し情報収集を行い，ディジタルスキ

ルに関する検討を行う。その知見を，次年度以降の教育課程の開発に

活かす。 
 

第３年次 

1.  「技術・情報科」の評価を行い，その普遍性・妥当性を検証した。

ディジタルスキルに関する具体的な学習活動の質を高めるための指

導法の研究を行った。 
2.  「技術・情報科」の各単元において，目指す学習効果が得られた

かを検証した。 
3.  「技術・情報科」を教科として実践するために必要な学習指導要

領に当たるものを作成し，それらを基に教育課程全体を検証した。 
4.  「技術・情報科」の学習成果を，総合的な学習の時間を含む各教



科での学習に活かす。 
5.  「技術・情報科」の学習効果や運用面での問題点を整理する。 
6. 長期休業などの期間に集中的な研究会を実施し，単元内容等の検討

を行った。 
7. ディジタルスキルに関する内容について講師を招聘し，研修会を行

った。 
関連する学会・研究大会に参加し情報収集を行い，ディジタルスキ

ルに関する検討を行った。その知見を，次年度以降の教育課程の開発

に活かした。 
 

第４年次 

1.  「技術・情報科」の内容と他教科等の関連性を重視したカリキュ

ラムを整理し，授業研究を行った。 
2.  カリキュラム評価は，主に新教科「技術・情報科」について行い，

新教科で育んだ能力・資質が各教科で生徒をどのように変容させた

か検討し，開発した教育課程の総合的な効果について検証する。 
3.  「技術・情報科」を教科として実践するための学習指導要領に当

たるものの作成を完了する。教科としての「技術・情報科」のねら

いや内容の実現状況について，ディジタルスキルの習得状況を含め

て確認した。 
4.  「技術・情報科」の指導と評価の一体化について具体的な評価方

法や評価結果を基に指導の改善等について研究を深める。 
5.  「技術・情報科」において，目指す学習効果が得られたかを検証

するとともに，各教科におけるディジタルスキル等の資質・能力の

育成効果について調査する。 
6. 長期休業などの期間に集中的な研究会を実施し，単元内容等の検討

を行う。 
7. ディジタルスキルに関する内容について講師を招聘し，研修会を行

う。関連する学会・研究大会に参加し情報収集を行い，ディジタルス

キルに関する検討を行った。 
 

（３）評価に関する取組 
 

 評価方法等 

第１年次 

・ 「技術・情報科」についての授業を試行し研究会を 5 回行い，授業

者の考察，生徒アンケート，参観者の知見から教育効果を検討した。 
・ 「技術・情報科」の指導内容の視点を持った試行授業の議論・研究

会を随時行い，授業者の知見，生徒アンケート，参観者の知見から教

育効果と評価について検討した。 
・ 次年度以降の基礎資料とするために，1，2 年次では教科指導の中

で，ペーパーテストを試行するとともに，新設教科で求めるスキルに

ついて随時パフォーマンス評価を試みた。作品や取り組みはポートフ

ォリオの利用を検討している。 
・ 学内外の専門家を研究会に招聘して，「技術・情報科」におけるデ



ィジタルスキルについて検討した。 
・ 生徒のディジタル情報に対するイメージ形成を把握するため感性評

価を行った。 
・ 教育研究発表会を開催し，広く知見を集め，以降の研究に活用した。 

技術や情報に関する学会で研究発表を行い，意見交換を行った。 

第２年次 

・ 「技術・情報科」についての授業研究会を 10 回行う。授業者の考

察，生徒アンケート，参観者の知見から教育効果を検討し改善目標を

立てた。 
・ 「技術・情報科」の視点を持った指導内容を他教科において実践す

る授業研究会を 5 回行う。授業者の知見，生徒アンケート，参観者の

知見から教育効果と評価の方法を検討した。 
・ 全学年で新設教科のペーパーテストを実施するとともに，新設教科

で求めるスキルについて単元ごとにパフォーマンス評価を行い，前年

度からの変化を見る。作品や取組は随時ポートフォリオの利用を検討

した。 
・ 「技術・情報科」で生徒からの授業評価アンケートを実施し，内容

・ 指導法が生徒の実態や発達段階に即しているか等を調査した。 
・ 生徒のディジタル情報に対するイメージ形成を比較するため感性評

価を行った。 
・ 学内外の専門家を研究会に招聘して，「技術・情報科」におけるデ

ィジタルスキルと学習内容について検討した。 
・ 教育研究発表会を開催し，広く知見を集め，以降の研究に活用した。 

技術や情報に関する学会で研究発表を行い，意見交換を行った。 

第３年次 

・ 「技術・情報科」についての授業研究会を 10 回行った。授業者の

考察，生徒アンケート，参観者の知見から単元構成の在り方と教育効

果を検討した。これまで実施した授業内容との比較を行い，年度をま

たいだ効果検証を行った。 
・ 「技術・情報科」の視点を持った指導内容を他教科において実践す

る授業研究会を 5 回行った。授業者の知見，生徒アンケート，参観者

の知見から教育効果と評価の妥当性を総括した。 
・ 「技術・情報科」で生徒からの授業評価アンケートを実施し，内容

および指導法が生徒の実態や発達段階に即しているか等を調査・分析

した。 
・ 全学年で新設教科のペーパーテストを実施するとともに，各単元終

了後に新設教科で求めるスキルについてパフォーマンス評価を行っ

た，前年度からの変化を見る。作品や取り組みはポートフォリオも随

時利用した。 
・ 専門家を研究会に招聘して，「技術・情報科」におけるディジタル

スキルと指導方法について総括した。 
・ 生徒のディジタル情報に対するイメージ形成を比較するために感性

評価を継続する。 
・ 教育研究発表会を開催し，広く知見を集めるとともに，研究の成果

を広く発表した。 
・ 技術や情報に関する学会で研究発表を行い，意見交換を行った。 



 

第４年次 

・ 「技術・情報科」についての授業研究会を 10 回行う。授業者の考

察，生徒アンケート，参観者の知見から単元構成の在り方と教育効果

を検討し改善目標を立てる。これまで実施した授業内容との比較を行

い，年度をまたいだ効果検証を行う。 
・ 「技術・情報科」の指導内容を他教科において実践する授業と研究

会を 5 回行う。授業者の知見，生徒アンケート，参観者の知見から教

育効果と評価の妥当性を総括する。 
・ 全学年で新設教科のペーパーテストを実施するとともに，新設教科

で求めるスキルについて各単元終了後にパフォーマンス評価を行い，

前年度からの変化を見る。作品や取り組みはポートフォリオも随時利

用する。 
・ 「技術・情報科」の生徒からの授業評価アンケートを実施し，内容

および指導法が生徒の実態や発達段階に即しているか等を調査・分析

する。 
・ 学内外の専門家を研究会に招聘して，「技術・情報科」におけるデ

ィジタルスキルについて総括する。 
・ 生徒のディジタル情報に対するイメージ形成を比較するために感性

評価を分析・考察する。 
・ 教育研究発表会を開催し，広く知見を集めるとともに，研究の成果

を広く発表する。 
 

 

５ 研究開発の成果 

（１）実施による効果 
本研究の成果については，生徒への効果という点で，技術・情報科の学習内

容の定着度を測る定期テストと，技術・情報科でどのような力が身に付いたのか

を図るための全学年共通での調査問題の 2 種類を実施した。これらの結果から技

術・情報科の学習を通して，より多様な考え方を生み出す力が身に付いてきたの

ではないかと考える。また，５つのスキルの定着度を測るためのアンケートでは，

５つのスキルのうちほとんどが，実践を重ねるにつれ，肯定的な結果が増してき

ているが，マネジメントスキルのみ否定的な結果が増してきていることが分かっ

た。 
 

（２）実施上の問題点と今後の課題 
技術・情報科のカリキュラムはコンピュータを用いて行う授業が多い。そこ

で生徒の身体的な影響や健康面への配慮を考えた上でカリキュラムを考える必

要がある。また，５つのスキルの関係性を考慮したカリキュラムを作ることがで

きたが，５つのスキルを評価するための評価については実施していない。今後の

課題として取り組んでいきたい。 
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宮城教育大学附属中学校 教育課程表（平成２９年度） 
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学 校 等 の 概 要 

  
１ 学校名，校長名 

国立大学法人 宮城教育大学 附属中学校 
（コクリツダイガクホウジン ミヤギキョウイクダイガク フゾクチュウガッコウ） 
校長 遠藤 仁（エンドウ ヒトシ） 

 
２ 所在地，電話番号，ＦＡＸ番号 

〒980-0011 宮城県仙台市青葉区上杉６丁目４番１号 
TEL 022-234-0347 
FAX 022-234-0301 

 
３ 学年・課程・学科別幼児・児童・生徒数，学級数 
 （中学校の場合） 

第１学年 第２学年 第３学年 計 
生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 
１５９  ４ １５９ ４ １４９  ４ ４６７ １２ 
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